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８
月
１
日
か
ら
新
た
に
、
津
川

町
今
津
地
区
の
一
部
（
出
口
ほ
か
）

で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
法
で
供
用
開
始

か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
へ
の

改
造
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
地
区
の
皆
さ
ん
は
、

早
い
時
期
に
ト
イ
レ
等
の
水
洗
化

工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
下
水
道
が
使
用

で
き
る
区
域
で
未
接
続
の
人
は
、

早
急
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

工
事
の
際
に
は
、
高
梁
市
公
共

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
排
水
設
備
や
水
洗
便
所

の
改
造
工
事
の
費
用
に
つ
い
て
、

融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
額
…
１
便
槽
に
つ
き
６
万

円
か
ら　

万
円
ま
で

５０

▽
融
資
の
利
率
…
年
２
・
９
％（
本

人
負
担
１
・
４
％
、市
負
担
１
・
５

％
）

▽
償
還
期
間
…　

カ
月
以
内

３６

▽
償
還
方
法
…
１
回
の
償
還
額
が

５
０
０
０
円
以
上
で
元
利
均
等
に

よ
る
月
賦
償
還

▽
融
資
条
件
…

①
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
と

な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
の
工
事
で

あ
る
こ
と

②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負

担
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
市
内
に
居
住
す
る
独
立
の
生
計

を
営
む
連
帯
保
証
人
が
一
人
以
上

い
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き　

下
水

道
課
管
理
係
（
�
�
０
２
４
４
）

新しい下水道の
使用区域

■下水道使用可能区域
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市
道
上
に
植
木
鉢
や
営
業
用
看

板
、
自
動
販
売
機
等
の
私
物
を
置
い

て
い
る
個
所
、
ま
た
、
市
道
か
ら
家

や
車
庫
等
へ
の
進
入
路
と
し
て
市
道

 
側  
溝  
蓋 
の
上
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で

そ
っ 
こ
う 
ぶ
た

ス
ロ
ー
プ（
傾
斜
）を
設
置
し
、
道
路

上
に
段
差
が
生
じ
て
い
る
個
所
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
個
所
で
は
、
歩
行
者

が
つ
ま
ず
い
た
り
、
障
害
物
や
段
差

を
避
け
て
道
路
中
央
部
に
寄
り
車
両

と
接
触
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
大
変
危

険
で
す
。

　

道
路
は
公
共
の
施
設
で
す
。
皆
さ

ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う

各
戸
で
の
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
道
路
側
溝
部
分
ま

で
が
市
道
で
す
の
で
、
私
物
を
設
置

す
る
場
合
は
、
こ
の
部
分
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
（
図
①

参
照
）。

　

や
む
を
得
ず
、
道
路
側
溝
部
分
を

使
用
す
る
場
合
は
（
図
②
参
照
）、
道

路
占
用
許
可
申
請
の
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
、
建
設
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

（
�
�
０
２
３
２
）

気
を
つ
け
て 

道
路
の
使
用

お
早
め
に
接
続
を

水
洗
化
を
援
助
し
ま
す
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暑
い
日
が
続
く
け
ど
、
皆
さ
ん
は
元
気
か

な
？

　

第　

回
童
謡
ま
つ
り
イ
ン
高
梁
が
、
７

２２

月
７
日
、
総
合
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
ん

だ
。

　

市
内
の
園
児
か
ら
大
人
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
ま
で　

の
団
体
が
参
加
。
童
謡
の
美

２３

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
演
奏
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
響
き
わ
た
っ
て
、
マ
ナ
ビ
ィ
は
と
て
も

心
が
和
ん
だ
よ
。
き
っ
と
皆
さ
ん
が
い
つ
も

一
生
懸
命
練
習
し
て
い
る
か
ら
だ
ね
。

開催期間：平成１９年１１月２日�～６日�

全国生涯学習フェスティバル
マスコットキャラクター
「マナビィ」

童謡のまちづくり
　豊かな自然に恵まれた、歴史と文化のまち高梁にふさわしい童謡のま
ちづくり。
　誰もが親しんできた素朴なメロディーを心のふるさとにと、地域に童謡が流
れ、誰もが口ずさむような心優しい環境の中から、コーラスグループが生ま
れるなど、市民の皆さんの熱い思いによって次第に広がっていきました。
　こうした取り組みの一つとして、「童謡まつりイン高梁」が始まりまし
た。参加団体は合併後もさらに増えています。
　童謡のまちづくりは、すっかり高梁に定着し、子どもから大人までが親
しみ参加できる個性あふれる事業となっています。

■問い合わせ　高梁市童謡のまちづくり推進委員会事務局
　　　　　　 　（教育委員会高梁分室内　��０２８７）

◆募集締切
　９月10日(月)　※当日消印有効

◆応募資格
　市内に在住または通学・通勤している人。年齢制限はあり

ません。ただし、第２回（平成18年度）の入選者（佳作は除

く）は、今回に限り入選した部門には応募できません。

◆応募規定
１．各部門とも未発表の創作作品とします（同人誌へ

の発表作品も不可）。また、他の文学賞等へ同時に

応募することはできません。

２．用紙は４００字詰め縦書き原稿用紙（Ａ４判）を

使用し、かい書で丁寧に書いてください。

３．各部門の応募点数および原稿枚数等は、次のとお

りです。

（１）各部門の応募は一人１点とします（ただし、複数

部門への応募は可）。

（２）　①小説・随筆等　　１編（原稿用紙８０枚以内）

　　　②詩　　　　　　　１編

　　　③短歌　　　　　　１０首（１組）

　　　④俳句　　　　　　１０句（１組）

　　　⑤川柳　　　　　　１０句（１組）

　　　⑥童謡作詞　　　　１編

４．応募用紙に所定の事項を明記し、作品に添付して

ください。原稿には応募部門と題名を記入し、住所・

氏名等は記入しないでください。

　※募集要項および応募用紙は、社会教育課または　

　教育委員会各分室にあります。

５．応募作品は返却できません。

◆入賞
・入選 … 各部門で各１点

・佳作 … 全体で１８点以内

◆表彰等
　表彰式は12月ごろ行い、入選者・佳作者には賞状と

記念品を贈呈します。また、入賞作品は、作品集「高

梁の文学」に掲載します。

■応募先・問い合わせ　

　〒716�0111 高梁市成羽町下原967

　高梁市教育委員会　社会教育課文化係（��９０８３）

第3回 高梁市文学選奨
作品募集

　文学の創作活動を奨励し、豊かな地域文化の振興を図るため、高梁市

文学選奨の作品を募集します。

マナビィ通信マナビ ィ通信 その�


